
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

ご
あ
い
さ
つ 

 

寒
さ
が

ひ
と

し
お
身

に
し
み
る
季
節
と
な
り
ま

し

た
が
、
皆
様
方
に
は
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

平
素
は
、
私 

田
中
誠
太
の
政
治
活
動
に
対
し
ま
し

て
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
年

の
瀬
も
せ
ま
り
、
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援

・

ご
声
援
を
受
け
、
八
尾
市
長
に
再
選
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
２
期
目
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
常
に
市
民
の
皆
様

の
声
に
耳
を

傾
け
、
「 

市
民
の
皆
様
と
の
対
話
」
と

「 

と
も
に
進
め

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
と
し
、
未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
地
域

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
し

っ
か
り
と
維
持

・
向

上
さ
せ
る
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て

「 

八
尾
ス
タ
イ

ル
の
地
域
分
権
」
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

子
ど
も
を
地
域
全
体

で
育
ん

で
い
け
る
取
り
組
み
と

し
て

「 

未
来
の
八
尾
づ
く
り
」
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
健
康

で
活
き
活
き
と
過
ご
せ
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
健
康
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
進
め
る
ほ
か
、
市
民
の
皆
様
に
信

頼
さ
れ
る
市
役
所
と
な
る
よ
う
、
親
切
丁
寧
な
市
役
所

づ
く
り
や
、
弛
み
の
な
い
行
財
政
改
革
を
実
行
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
方
の
ご
支
援

・
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

八
尾
市
長 

田
中
誠
太 

１ 頁  ご 挨 拶 、 環 境 施 設 組 合 の 設 置

に つ い て  

２ 頁  平 成 ２ ５ 年 度 決 算 に つ い て 、

マ ニ フ ェ ス ト 発 表 会 に つ い て  No.16１ 

広
域
連
携
で
環
境
施
設
組
合
を
設
置 

 

大
阪
市

・
八
尾
市

・
松
原
市
環
境
施
設
組
合
が

設
置
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

ご
み
の
焼
却
処
理
は
、

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た

り
大
阪
市
と

の
広
域
連
携
に
よ
る
共
同
処
理
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
来
年
４
月
以
降
は
、
新
た
に

設
置
さ
れ
ま
す

「 

大
阪
市

・
八
尾
市

・
松
原
市
環

境
施
設
組
合
」
で
共
同
処
理
す
る
体
制
に
移
行
す
る

予
定
で
す
。 

組
合

の
設
立
に
あ
た

っ
て
は
、
平
成

二
十
四
年

度
か
ら
、
十
分
な
議
論
を
重
ね
る
中
、
将
来
に
わ

た
り
安
定
的
か

つ
効
率
的
な
ご
み
焼
却
施
設
の
運

用
を
行
う
に
は
、
現
在

の
委
託
方
式
か
ら

一
部
事

務
組
合
に
よ
る
方
式
が
適
当
で
あ
る
と

の
判
断
を

行
う
と
と
も
に
、

三
市
間
に
お
い
て
組
合
設
立
に

向
け
た
協
議
を
進
め
、
そ

の
合
意
を
得
る
に
至
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、

三
市
間
の
合
意
に
基
づ
く
規

約
案
を
、
先

の
十
月
市
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
ご

提
案
し
、
議
決
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
同
じ
く
大

阪
市

・
松
原
市
も
市
議
会
で
の
議
決
を
得
た
こ
と

か
ら
、
大
阪
府
知
事

の
許
可
を
受
け
て
、
組
合
が

設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
責
任
を
も

っ
た
体
制
で
将
来
に

わ
た

っ
て
よ
り
安
定
的

・
効
率
的
な
ご

み
処
理
を

行
う

こ
と
が

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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な
お
、
平
成

二
十
五
年
度

の
各
会
計

の
決
算
認
定
に

つ
い
て
は
、
閉
会
中

の

特
別
委
員
会

の
審
査
を
経
て
、
十

二
月

市
議
会
に
て
採
決
を
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。 

引
き
続
き
、
財
政

の
健
全
性
を
保

つ

た
め
、
効
率
的

・
効
果
的
な
行
財
政
運

営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

■
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
発
表
会
の
ご
案
内 

次
な
る
目
標
に
向
け
て
、
今
後

の
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
私
の
思
い
を
綴

っ

た
「 

マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
」
を
発
表
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
私
の
熱
い
思
い
を
お
聞
き
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

① 

開
催
日 

平
成

二
十
七
年 

 
 

 
 

 
 

二
月
二
十
二
日

（ 

日
） 

② 
時 

間 

十
四
時

（ 

開
場
十
三
時
） 

③ 

会 
場 

文
化
会
館

（ 

プ
リ
ズ
ム 

 
 

ホ
ー
ル
）
大
ホ
ー

ル 

※
参
加
は
無
料
で
、
事
前

の
申
込
は
不

要
で
す
。 

■
田
中
誠
太
か
ら
の
お
願
い 

市
内
各
地
に
出
向
き
、
私
自
身

の
市

政
報
告
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
、
ど

こ
に
で
も
お
伺
い
い
た
し

ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
五
年
度
決
算
に
つ
い
て 

 
一
般
会
計
は
、
歳
入
、
千
五
十
八
億
六
千
二

百
十
九
万
二
千
円
、
歳
出
千
三
十
億
七
千
百
十

万
九
千
円
、
差
し
引
き

二
十
七
億
九
千
百
八
万

三
千
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
六
億
六
千

五
百
七
十

二
万

二
千
円
を
差

し

引

い
た
実
質
収
支
額
は

二
十

一
億

二
千

五
百

三
十
六
万

一
千
円
の
黒
字
と
な
り
、
単
年
度
収

支
額
は
、
十
五
億
九
百
三
十

一
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
す
。 

特
別
会
計
の
実
質
収
支
で
は
、
国
民
健
康
保

険
事
業
は
、
実
質
収
支
額
で
、
十

一
億

二
千
九

百
四
十
万
円
の
赤
字
で
す
が
、
単
年
度
収
支
額

で
は
、
四
十
九
万
二
千
円
の
黒
字
と
な
り
、
公

共
下
水
道
事
業
で
は
、
実
質
収
支
額

一
億
七
千

三
百

三
十
九

万
八
千
円

の
黒
字
、
財
産

区
で

は
、
収
支
均
衡
、
介
護
保
険
事
業
で
は
、
実
質

収
支
額
四
百
万
五
千
円
の
黒
字
、
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
で
は
、
実
質
収
支
額
三
千
七
百
三
十

六
万
四
千
円
の
黒
字
、
土
地
取
得
事
業
で
は
、

収
支
均
衡
と
な
り
ま
し
た
。 

次
に
、
企
業
会
計
で
は
、
病
院
事
業
会
計
は
、

収
益
的
収
入
及
び
支
出
で
、
差
し
引
き

一
億
八

千
百
七
十
万
二
千
円
の
当
年
度
純
利
益

（ 

単

年
度
収
支
の
黒
字
）
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

水
道
事
業
会
計
は
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出

で
、
差
し
引
き
八
億
千
八
百
三
十
三
万
四
千
円

の
当
年
度
純
利
益
と
な
り
ま
し
た
。 
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